
(57)【要約】

【課題】精細化により配線密度が高くなっても電気抵抗

値のバラツキが少なく信頼性に優れた基板間導通が得ら

れると共に配線の電食等による劣化が顕著に抑えられ、

高度な表示品質を長期にわたり安定して得ることができ

る片側基板端子型液晶表示素子を提供する

【解決手段】ガラス基板１の各走査電極４から引き出さ

れた前側走査配線８の第１シール部３Ａと第２シール部

３Ｂに交差する各部分にそれぞれ接続パッド８ａ、８ａ

を形成し、対向側のガラス基板１に配設されている上記

前側走査配線８に対応する後側走査配線９には、上記接

続パッド８ａ、８ａに対応させて被接続パッド９ａ、９

ａを形成し、これら一対の接続パッド８ａ、８ａと被接

続パッド９ａ、９ａを各シール材３Ａ、３Ｂ中の導電性

粒子により導通接続させることにより両ガラス基板１、

２に跨る並列回路が形成されている。

【選択図】図２

JP 2006-235056 A 2006.9.7



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 第 1の 電 極 、 こ れ ら の 第 １ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 １ の 電 極 に
電 圧 を 供 給 す る た め の 複 数 の 前 側 第 １ 配 線 、 及 び こ れ ら の 前 側 第 １ 配 線 に そ れ ぞ れ 設 け ら
れ た 第 １ 接 続 パ ッ ド が 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 と 、
　 複 数 の 第 ２ の 電 極 、 こ れ ら の 第 ２ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 電 極 に
電 圧 を 供 給 す る た め の 複 数 の 第 ２ 配 線 、 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド に そ れ ぞ れ 対 応 さ せ て 設 け ら
れ た 複 数 の 第 １ 被 接 続 パ ッ ド 、 及 び こ れ ら の 第 １ 被 接 続 パ ッ ド に そ れ ぞ れ 電 圧 を 供 給 す る
複 数 の 後 側 第 １ 配 線 が 形 成 さ れ た 第 ２ の 基 板 と 、
　 絶 縁 樹 脂 基 材 中 に 導 電 性 粒 子 を 含 有 さ せ て な り 、 前 記 第 １ の 基 板 及 び 前 記 第 ２ の 基 板 を
そ れ ぞ れ の 電 極 形 成 面 を 対 向 さ せ て 所 定 の 間 隙 を 保 ち 接 合 す る 接 合 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 基 板 及 び 前 記 第 ２ の 基 板 の 対 向 す る 各 内 面 と 前 記 接 合 部 材 と で 囲 ま れ る 空 間
に 封 入 さ れ た 液 晶 と か ら な る 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 接 合 部 材 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と が 前 記 液 晶 を 介 し て 対 向 す る 領 域
毎 に 形 成 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら な る 表 示 領 域 を 内 側 に 囲 む 枠 状 の 第 １ シ ー ル 部 と 、 該 第 １
シ ー ル 部 の 外 側 の 所 定 の 領 域 を 囲 む 第 ２ シ ー ル 部 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド と こ れ に 対 応 す る 前 記 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と は 、 前 記 第 １ シ ー ル 部 と
前 記 第 ２ シ ー ル 部 の う ち の 少 な く と も 一 方 の シ ー ル 部 に 対 応 さ せ て 配 設 さ れ 、 前 記 導 電 性
粒 子 を 介 し 導 通 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド と 前 記 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と は 、 前 記 前 側 第 １ 配 線 と 前 記 後 側 第 １ 配
線 に そ れ ぞ れ 一 対 づ つ 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ シ ー ル 部 と 前 記 第 ２ シ ー ル 部 の 双 方 で 導 通 接 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド と 前 記 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と は 前 記 前 側 第 １ 配 線 と 前 記 後 側 第 １ 配 線
に そ れ ぞ れ １ 個 づ つ 形 成 さ れ 、 隣 り 合 う 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド と 前 記 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と の
導 通 接 続 部 は 互 い に 前 記 第 １ シ ー ル 部 と 前 記 第 ２ シ ー ル 部 の う ち の 異 な る シ ー ル 部 に 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 配 線 に そ れ ぞ れ 対 応 さ せ て 前 記 第 １ の 基 板 に 複 数 の 補 助 第 ２ 配 線 が 配 設 さ れ 、
前 記 第 ２ 配 線 と 前 記 補 助 第 ２ 配 線 に そ れ ぞ れ 第 ２ 接 続 パ ッ ド と こ れ に 対 応 す る 第 ２ 被 接 続
パ ッ ド が 一 対 づ つ 形 成 さ れ 、 一 対 の 前 記 第 ２ 接 続 パ ッ ド と 一 対 の 前 記 第 ２ 被 接 続 パ ッ ド は
前 記 第 １ シ ー ル 部 と 前 記 第 ２ シ ー ル 部 の 双 方 で そ れ ぞ れ 導 通 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か の 請 求 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 対 の 基 板 に そ れ ぞ れ 設 け た 各 電 極 の 端 子 を 一 方 の 基 板 に ま と め た 片 側 基 板
端 子 型 の 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 素 子 に 、 一 対 の 基 板 に そ れ ぞ れ 複 数 の 電 極 を 設 け 、 こ れ ら 電 極 に 電 圧 を
供 給 す る た め の 配 線 の 各 端 子 を 一 方 の 基 板 に ま と め て 設 置 し た 、 片 側 基 板 端 子 型 の 液 晶 表
示 素 子 が あ る 。 こ の 片 側 基 板 端 子 型 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 外 部 電 気 回 路 と の 接 続 が 容 易 で 実
装 構 造 が 簡 素 化 さ れ る と い う 利 点 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ の 片 側 基 板 端 子 型 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 一 方 の 基 板 に 設 け ら れ た 電 極 と
、 他 方 の 基 板 に 設 け ら れ た 前 記 電 極 に 電 圧 を 供 給 す る た め の 引 き 回 し 配 線 と を 導 電 接 続 す
る 必 要 が あ り 、 そ の た め の 構 造 や 工 程 が コ ス ト ア ッ プ を 引 き 起 こ す 。 す な わ ち 、 一 方 の 基
板 に 前 記 電 極 か ら 配 線 を 引 き 出 し て 接 続 パ ッ ド を 形 成 し 、 他 方 の 基 板 の 引 き 回 し 配 線 に 設

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-235056 A 2006.9.7



け ら れ た 被 接 続 パ ッ ド と を 導 通 部 材 に よ り 導 通 接 続 (以 下 、 基 板 間 導 通 と い う )す る か ら 、
導 通 部 材 の 材 料 費 と こ れ を 配 置 し 基 板 間 導 通 す る た め の 工 数 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 一 方 の 基 板 に 複 数 の 表 示 電 極 を 設 け 、 他 方 の 基 板 に そ れ ら の 表 示 電 極 に 直 交 さ せ
て 複 数 の 走 査 電 極 を 配 設 す る 単 純 マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 片 側 基 板 端 子 化
す る こ と に よ り 構 造 や 製 造 工 程 が よ り 複 雑 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の よ う な 片 側 基 板 端 子 構 造 の 単 純 マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て も 、 基 板 間 導
通 を 作 業 性 良 く 実 施 で き る 従 来 の 方 法 と し て 、 一 対 の 基 板 を 接 合 す る た め に 設 け ら れ る シ
ー ル 材 中 に 導 電 性 粒 子 を 含 有 さ せ 、 そ の 導 電 性 粒 子 を 介 し て 対 応 す る 接 続 パ ッ ド と 被 接 続
パ ッ ド を 導 電 接 続 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ）
　 し か る に 、 近 年 は ユ ー ザ ー の デ ィ ス プ レ イ に 対 す る 高 精 細 化 の 要 望 が 強 く 、 こ れ に 対 応
す べ く 液 晶 表 示 素 子 も 高 精 細 化 が 求 め ら れ て い る 。 高 精 細 化 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 画
素 密 度 が 高 く な る の に 応 じ て 各 画 素 に 信 号 電 圧 を 供 給 す る 配 線 も 高 密 度 化 す る 。 従 っ て 、
片 側 基 板 端 子 構 造 の 単 純 マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 高 密 度 化 し た 配 線 に 対 応
し て 接 続 パ ッ ド と 被 接 続 パ ッ ド も 高 密 度 化 し て 個 々 の パ ッ ド 面 積 が 小 さ く な り 、 基 板 間 導
通 に お け る 信 頼 性 が 低 下 す る と 共 に 電 気 抵 抗 値 が ば ら つ く 。 配 線 の 電 気 抵 抗 値 の バ ラ ツ キ
は 、 表 示 ム ラ を 引 き 起 こ す 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 配 線 の 高 密 度 化 に 対 応 す る た め に 、 個 々 の 配 線 が 最 低 限 必 要 な 線 幅 を 確 保 で き る
よ う に 引 き 回 し パ タ ー ン が 最 適 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 配 線 の 引 き 回 し エ リ ア が 増 大 す る 。 こ
の 場 合 、 液 晶 表 示 素 子 の 小 型 化 を 促 進 す る に は 額 縁 部 の 幅 を 可 及 的 に 小 さ く す る 必 要 が あ
る た め 、 配 線 の 引 き 回 し エ リ ア は 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る よ う に 両 基 板 を 接 合 す る シ ー ル
材 の 外 側 に 沿 っ た 広 い 範 囲 に 設 定 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － ２ ９ ７ ２ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ０ １ ５ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 ２ に 示 し た 液 晶 表 示 素 子 で は 、 シ ー ル 材 の 外 側 に 沿 っ た 配 線 の 引 き 回
し エ リ ア は 、 両 基 板 の 縁 部 が 対 向 す る 隙 間 に な っ て い る た め に 、 液 晶 注 入 時 に お け る 余 剰
液 晶 や 種 々 の 狭 雑 物 が 入 り 込 み や す く 且 つ 除 去 し 難 い た め 、 こ れ ら に よ り 配 線 が 電 食 さ れ
る 虞 が あ る 。 配 線 の 電 食 を 防 止 す る た め に 保 護 膜 を オ ー バ ー コ ー ト す る 場 合 、 そ の た め の
材 料 費 や 工 数 が ア ッ プ す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 精 細 化 に よ り 配 線 密 度 が 高 く な っ て も 電 気 抵 抗 値 の バ ラ ツ キ が 少 な
く 信 頼 性 に 優 れ た 基 板 間 導 通 が 得 ら れ る と 共 に 配 線 の 電 食 等 に よ る 劣 化 が 顕 著 に 抑 え ら れ
、 高 度 な 表 示 品 質 を 長 期 に わ た り 安 定 し て 得 る こ と が で き る 片 側 基 板 端 子 型 液 晶 表 示 素 子
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 複 数 の 第 1の 電 極 、 こ れ ら の 第 １ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ
、 前 記 複 数 の 第 １ の 電 極 に 電 圧 を 供 給 す る た め の 複 数 の 前 側 第 １ 配 線 、 及 び こ れ ら の 前 側
第 １ 配 線 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 接 続 パ ッ ド が 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 と 、 複 数 の 第 ２ の
電 極 、 こ れ ら の 第 ２ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 電 極 に 電 圧 を 供 給 す る
た め の 複 数 の 第 ２ 配 線 、 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド に そ れ ぞ れ 対 応 さ せ て 設 け ら れ た 複 数 の 第 １
被 接 続 パ ッ ド 、 及 び こ れ ら の 第 １ 被 接 続 パ ッ ド に そ れ ぞ れ 電 圧 を 供 給 す る 複 数 の 後 側 第 １
配 線 が 形 成 さ れ た 第 ２ の 基 板 と 、 絶 縁 樹 脂 基 材 中 に 導 電 性 粒 子 を 含 有 さ せ て な り 、 前 記 第
１ の 基 板 及 び 前 記 第 ２ の 基 板 を そ れ ぞ れ の 電 極 形 成 面 を 対 向 さ せ て 所 定 の 間 隙 を 保 ち 接 合
す る 接 合 部 材 と 、 前 記 第 １ の 基 板 及 び 前 記 第 ２ の 基 板 の 対 向 す る 各 内 面 と 前 記 接 合 部 材 と
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で 囲 ま れ る 空 間 に 封 入 さ れ た 液 晶 と か ら な る 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て 、 前 記 接 合 部 材 は 、 前
記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と が 前 記 液 晶 を 介 し て 対 向 す る 領 域 毎 に 形 成 さ れ た 複 数 の
画 素 か ら な る 表 示 領 域 を 内 側 に 囲 む 枠 状 の 第 １ シ ー ル 部 と 、 該 第 １ シ ー ル 部 の 外 側 の 所 定
の 領 域 を 囲 む 第 ２ シ ー ル 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ 接 続 パ ッ ド と こ れ に 対 応 す る 前 記 第 １ 被 接
続 パ ッ ド と は 、 前 記 第 １ シ ー ル 部 と 前 記 第 ２ シ ー ル 部 の う ち の 少 な く と も 一 方 の シ ー ル 部
に 対 応 さ せ て 配 設 さ れ 、 前 記 導 電 性 粒 子 を 介 し 導 通 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 に よ れ ば 、 高 精 細 化 に よ り 配 線 密 度 が 増 加 し て も 、 基 板 間 導 通 部
に お け る 接 続 パ ッ ド と 被 接 続 パ ッ ド の 面 積 を 大 き く 確 保 で き る か ら 、 電 気 抵 抗 値 の バ ラ ツ
キ の 少 な い 信 頼 性 に 富 む 基 板 間 導 通 が 得 ら れ る と 共 に 、 引 き 回 し 配 線 の 電 食 等 に よ る 劣 化
が 顕 著 に 抑 制 さ れ 、 良 好 な 表 示 品 質 を 長 期 に わ た り 安 定 し て 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と が そ れ ぞ れ 前
側 第 １ 配 線 と 後 側 第 １ 配 線 に 一 対 づ つ 形 成 さ れ 、 第 １ シ ー ル 部 と 第 ２ シ ー ル 部 の 双 方 で そ
れ ぞ れ 導 通 接 続 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 １ 被 接 続 パ
ッ ド の そ れ ぞ れ の 総 面 積 が 大 き く 確 保 さ れ る と 共 に 並 列 配 線 回 路 が 形 成 さ れ 、 基 板 間 導 通
部 に お け る 電 気 抵 抗 値 の 絶 対 値 を 低 下 さ せ 且 つ そ の バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と が で き 、 よ り 信
頼 性 に 優 れ る と 共 に 表 示 品 質 が 良 好 な 高 精 細 化 が 促 進 さ れ た 片 側 基 板 端 子 型 の 液 晶 表 示 素
子 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 １ 被 接 続 パ ッ ド と は そ れ
ぞ れ 前 側 第 １ 配 線 と 後 側 第 １ 配 線 に １ 個 づ つ 形 成 さ れ 、 隣 り 合 う 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 １ 被
接 続 パ ッ ド と の 導 通 接 続 部 は 互 い に 第 １ シ ー ル 部 と 第 ２ シ ー ル 部 の う ち の 異 な る シ ー ル 部
に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 １ 被 接 続 パ ッ ド の 面
積 を 大 き く 確 保 で き 、 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と の 接 合 時 に お け る 第 １ 接 続 パ ッ ド と 第 ２
被 接 続 パ ッ ド と の 位 置 合 わ せ が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 第 ２ 配 線 に そ れ ぞ れ 対 応 さ せ て 第 １ の 基 板
に 複 数 の 補 助 第 ２ 配 線 が 配 設 さ れ 、 こ れ ら 第 ２ 配 線 と 補 助 第 ２ 配 線 に そ れ ぞ れ 第 ２ 接 続 パ
ッ ド と こ れ に 対 応 す る 第 ２ 被 接 続 パ ッ ド が 一 対 づ つ 形 成 さ れ 、 一 対 の 第 ２ 接 続 パ ッ ド と 一
対 の 第 ２ 被 接 続 パ ッ ド は 第 １ シ ー ル 部 と 第 ２ シ ー ル 部 の 双 方 で そ れ ぞ れ 導 通 接 続 さ れ て い
る 構 成 と す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 第 １ 配 線 だ け で な く 第 ２ 配 線 に お い て も 並 列
回 路 が 形 成 さ れ て 電 気 抵 抗 値 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て の 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 平 面 図 で 、 図 ２ は そ の 要 部 Ｑ を 拡
大 し て 示 す 部 分 平 面 図 、 図 ３ (ａ )、 (ｂ )は そ れ ぞ れ 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 の 模 式 的 部 分 断
面 図 と 、 こ れ と 同 様 に 切 断 し た 他 の 部 分 の 模 式 的 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 単 純 マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 素 子 で あ り 、 図 １ に 示 さ れ る
よ う に 、 平 面 外 形 が 細 長 い 長 方 形 を な す 一 対 の ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ が 、 シ ー ル 材 ３ に よ り 所
定 の 間 隙 を 保 ち 接 合 さ れ て い る 。 こ れ ら 一 対 の ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ は 大 き さ が 異 な っ て お り
、 一 方 の 大 ガ ラ ス 基 板 １ の 隣 り 合 う ２ 辺 の 端 部 １ ａ 、 １ ｂ を 他 方 の 小 ガ ラ ス 基 板 ２ の 対 応
す る 各 端 面 よ り も そ れ ぞ れ 適 長 突 出 さ せ て 、 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 接 合 さ れ た 一 対 の ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ の 各 対 向 面 (内 面 )に は 、 そ れ ぞ れ 、 複 数 の ス ト ラ イ
プ 電 極 ４ 、 ５ が 互 い に 直 交 す る 方 向 に 平 行 に 延 在 さ せ て 配 設 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お
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い て は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ の 内 面 に 複 数 の 走 査 電 極 ４ が 基 板 長 手 方 向 へ 平 行 に 延 在 さ せ て 配 設
さ れ 、 ガ ラ ス 基 板 １ の 内 面 に は 複 数 の 表 示 電 極 ５ が 基 板 短 手 方 向 へ 平 行 に 延 在 さ せ て 配 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 の 走 査 電 極 ４ と 表 示 電 極 ５ が 対 向 す る 領 域 が 画 素 ｐ と な り 、 従 っ て 、 そ れ ら 複 数 の
画 素 ｐ が ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス 配 置 さ れ た 表 示 領 域 Ｄ dが 形 成 さ れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 液 晶 を 駆 動 す る た め の ド ラ イ バ チ ッ プ が ガ ラ ス 基 板 １ に
直 接 搭 載 さ れ た Ｃ Ｏ Ｇ (Chip On Glass)実 装 方 式 の 液 晶 表 示 素 子 で あ る 。 す な わ ち 、 走 査
電 極 ４ に 走 査 駆 動 電 圧 を 供 給 す る 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ が 突 出 部 １ ａ に 、 表 示 電 極 ５ に 表
示 駆 動 電 圧 を 供 給 す る 表 示 ド ラ イ バ チ ッ プ ７ が 突 出 部 １ ｂ に 、 そ れ ぞ れ Ｃ Ｏ Ｇ 方 式 に よ り
搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 表 示 領 域 Ｄ dを 囲 む 略 枠 形 状 を な す シ ー ル 材 ３ が 両 ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ 間 に
配 置 さ れ 、 両 基 板 １ 、 ２ が 接 合 さ れ て い る 。 シ ー ル 材 ３ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 絶 縁 樹
脂 基 材 ３ ａ 中 に 導 電 性 粒 子 ３ ｂ が 分 散 混 合 さ れ て な る 。 本 例 の 導 電 性 粒 子 ３ ｂ は 樹 脂 粒 子
の 表 面 に 金 を メ ッ キ 処 理 に よ り 被 着 し て 形 成 さ れ て い る 。 基 板 接 合 時 に お い て は 、 こ の 絶
縁 樹 脂 基 材 ３ ａ 中 に 導 電 性 粒 子 ３ ｂ が 分 散 混 合 さ れ た 材 料 が 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 １ の 内 面
に 図 １ に 示 さ れ る パ タ ー ン に 印 刷 法 に よ り 塗 布 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 シ ー ル 材 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 表 示 領 域 Ｄ dを 内 側 に 囲 む 矩 形 枠 状 を
な す 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ と 、 こ の 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ の 外 側 で 、 基 板 突 出 部 １ ａ 、 １ ｂ に 対 応
す る ガ ラ ス 基 板 ２ の 隣 り 合 う ２ 辺 に 沿 っ た 、 外 縁 領 域 Ｄ fを 囲 む 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ と か ら
な る 。 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ に は 、 液 晶 を 注 入 す る た め の 液 晶 注 入 穴 ３ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ に よ り 囲 ま れ る 外 縁 領 域 Ｄ fに 液 晶 が 封 入 さ れ
な い た め 、 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ に は 液 晶 注 入 穴 が 設 け ら れ て い な い が 、 液 晶 注 入 側 と は 反 対
側 の 適 所 に 内 部 気 圧 を 安 定 さ せ る た め の 微 小 な 空 気 逃 が し 穴 (不 図 示 )が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ガ ラ ス 基 板 ２ の 内 面 に 配 設 さ れ た 各 走 査 電 極 ４ の 一 方 の 端 部 を 延 出 さ せ て 前 側 走 査 配 線
８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 前 側 走 査 配 線 ８ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ の 突 出 部 １ ａ に 対 応 す る 端
部 の 中 央 に 向 け て 収 斂 す る パ タ ー ン に 引 き 回 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ れ ら 各 前 側 走 査 配 線
８ に は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ と 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ の 配 設 部 に 対 応 さ
せ て 一 対 の 基 板 間 導 通 用 接 続 パ ッ ド ８ ａ 、 ８ ａ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 接 続 パ
ッ ド ８ ａ は 、 対 応 す る 各 シ ー ル 部 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 延 在 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 狭 ピ ッ チ で 並 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 ガ ラ ス 基 板 １ 側 に は 、 上 述 の 前 側 走 査 配 線 ８ に 対 応 さ せ て 後 側 走 査 配 線 ９ が 配 設
さ れ て い る 。 こ れ ら 後 側 走 査 配 線 ９ に は 、 そ れ ぞ れ 、 前 側 走 査 配 線 ８ の 一 対 の 接 続 パ ッ ド
８ ａ に 対 応 さ せ て 一 対 の 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ 、 ９ ａ が 対 向 す る 位 置 に 同 じ 大 き さ で 形 成 さ れ
て い る 。 各 後 側 走 査 配 線 ９ は 、 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ の 配 設 エ リ ア に 向 け て 収 斂 す る パ タ
ー ン に 形 成 さ れ 、 そ の う ち の 一 対 の 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ 、 ９ ａ 間 の パ タ ー ン は 、 前 側 走 査 配
線 ８ の 対 応 す る 部 分 と 略 同 じ パ タ ー ン に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 の よ う に 配 設 さ れ た 前 側 走 査 配 線 ８ と 後 側 走 査 配 線 ９ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ を シ ー
ル 材 ３ に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 、 シ ー ル 材 ３ 中 の 導 電 性 粒 子 を 介 し て 導 通 接 続 さ れ る
。 こ の 場 合 、 図 ３ (ａ )に 示 す よ う に 、 前 側 走 査 配 線 ８ と こ れ に 対 応 す る 後 側 走 査 配 線 ９ と
は 、 一 対 の 接 続 パ ッ ド ８ ａ 、 ８ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ 、 ９ ａ が 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ の 導 電 性
粒 子 ３ ｂ と 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ 中 の 導 電 性 粒 子 ３ ｂ を 介 し て そ れ ぞ れ 導 通 接 続 さ れ 、 並 列 回
路 を 形 成 す る 。 従 っ て 、 各 接 続 パ ッ ド ８ ａ 及 び 各 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ の 面 積 は 、 １ 箇 所 で 導
通 接 続 す る 従 来 の 場 合 に 比 べ て そ の 略 半 分 程 度 に 小 さ く で き る と 共 に 、 一 対 の 接 続 パ ッ ド
８ ａ 、 ８ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ 、 ９ ａ 間 の 各 走 査 配 線 ８ 、 ９ も よ り 幅 狭 に 形 成 で き る 。 そ
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の 結 果 、 液 晶 表 示 素 子 の 高 精 細 化 に よ る 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に も 容 易 に 対 応 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ の 外 側 の 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ で 囲 ま れ た 外 縁 領 域 Ｄ fに 配 設 さ れ
て い る 前 側 走 査 配 線 ８ と 後 側 走 査 配 線 ９ は 、 幅 狭 に 形 成 で き る た め に そ の 分 引 き 回 し 自 由
度 が 増 し て パ タ ー ン 設 計 が 容 易 に な る と 共 に 、 第 １ 、 第 ２ シ ー ル ３ Ａ 、 ３ Ｂ で 囲 ま れ た 略
閉 空 間 内 に 配 設 さ れ る か ら 、 保 護 膜 等 で 被 覆 し な く て も 電 食 等 に よ る 劣 化 が 有 効 に 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 後 側 走 査 配 線 ９ の 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ の 配 設 エ リ ア に 向 け て 延 出 さ れ た 各 先 端 部 に は
接 続 端 子 ９ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 接 続 端 子 ９ ｂ は 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ の 出 力 端 子 電 極 ６
ａ (図 ３ (ａ )参 照 )に 対 応 す る 位 置 に 所 定 の ピ ッ チ で 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 各 表 示 電 極 ５ に 表 示 信 号 電 圧 を 供 給 す る た め の 表 示 配 線
１ ０ は 、 各 表 示 電 極 ５ の 端 部 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 表 示 配 線 １ ０ が 表 示 ド ラ イ バ チ ッ プ
７ の 配 設 エ リ ア に 向 け て 収 斂 す る パ タ ー ン で ガ ラ ス 基 板 １ の 内 面 上 を 引 き 回 し 配 設 さ れ て
い る 。 こ の 場 合 、 各 表 示 配 線 １ ０ は 、 各 表 示 電 極 ５ の 端 部 か ら 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ 外 側 の 第
２ シ ー ル 部 ３ Ｂ で 囲 ま れ た 外 縁 領 域 Ｄ fを 通 過 さ せ た 後 、 表 示 ド ラ イ バ チ ッ プ ７ の 配 設 エ
リ ア に 向 け て 引 き 回 し 配 設 さ れ て い る 。 各 表 示 配 線 １ ０ の 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ と 第 ２ シ ー ル
部 ３ Ｂ と の 各 交 差 位 置 に は 、 図 ３ (ｂ )に 示 す よ う に 、 接 続 パ ッ ド １ ０ ａ が そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ て い る 。 各 表 示 配 線 １ ０ に 一 対 づ つ 形 成 さ れ た 接 続 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ａ は 、 各 シ ー ル
部 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 延 在 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 狭 ピ ッ チ で 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 外 縁 領 域 Ｄ fに お け る ガ ラ ス 基 板 ２ の 内 面 に は 、 複 数 の 表 示 配 線 １ ０ に 対
応 さ せ て 複 数 の 迂 回 配 線 １ １ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 迂 回 配 線 １ １ は 、 対 応 す る 表 示
配 線 １ ０ に お け る 一 対 の 接 続 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ａ 間 の 配 線 部 に 重 な る よ う に 略 同 じ 線 幅
で 略 同 じ パ タ ー ン に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 各 迂 回 配 線 １ １ の 両 端 に は 、 表 示 配 線 １ ０
の 接 続 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ａ に 対 向 さ せ て 被 接 続 パ ッ ド １ １ ａ 、 １ １ ａ が そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の よ う に 配 設 さ れ た 表 示 配 線 １ ０ と 迂 回 配 線 １ １ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ を シ ー ル 材
３ に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 、 シ ー ル 材 ３ 中 の 導 電 性 粒 子 を 介 し て 導 通 接 続 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 図 ３ (ｂ )に 示 す よ う に 、 表 示 配 線 １ ０ と こ れ に 対 応 す る 迂 回 配 線 １ １ と は 、 一 対
の 接 続 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ａ と 被 接 続 パ ッ ド １ １ ａ 、 １ １ ａ が 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ の 導 電 性
粒 子 ３ ｂ と 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ 中 の 導 電 性 粒 子 ３ ｂ を 介 し て そ れ ぞ れ 導 通 接 続 さ れ 、 並 列 回
路 を 形 成 す る 。 従 っ て 、 並 列 回 路 部 の 表 示 配 線 １ ０ と 迂 回 配 線 １ １ の 各 線 幅 を よ り 幅 狭 に
形 成 で き る 。 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 素 子 の 高 精 細 化 に よ る 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に も 容 易 に 対 応
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 外 縁 領 域 Ｄ fの 表 示 配 線 １ ０ と 迂 回 配 線 １ １ は 、 第 １ 、 第 ２ シ ー ル ３ Ａ 、 ３
Ｂ で 囲 ま れ た 閉 空 間 内 に 配 設 さ れ る か ら 、 保 護 膜 等 で 被 覆 し な く て も 電 食 等 に よ る 劣 化 が
有 効 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ガ ラ ス 基 板 １ 、 ２ 間 の 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ で 囲 ま れ た 空 間 に は 、 図 ３ (ａ )、 (ｂ )で 示 さ れ
る よ う に 、 液 晶 １ ２ が 封 入 さ れ て い る 。 液 晶 １ ２ は 、 周 知 の 真 空 注 入 法 に よ り 図 １ に 示 さ
れ る 液 晶 注 入 穴 ３ ｃ か ら 注 入 さ れ る 。 液 晶 注 入 穴 ３ ｃ は 、 液 晶 注 入 後 に 封 止 材 １ ３ が 充 填
さ れ 封 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ は 、 図 ３ (ａ )に 示 さ れ る よ う に 、 異 方 性 導 電 接 着 材 １ ４ を 介 し て
、 後 側 走 査 配 線 ９ の 接 続 端 子 ９ ｂ と 走 査 信 号 電 圧 を 入 力 す る た め の 入 力 配 線 端 子 １ ５ が 並
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設 さ れ た 配 設 エ リ ア に 導 通 設 置 さ れ て い る 。 異 方 性 導 電 接 着 材 １ ４ は 、 シ ー ル 材 ３ と 同 様
に 熱 硬 化 性 の 絶 縁 樹 脂 基 材 １ ４ ａ 中 に 導 電 性 粒 子 １ ４ ｂ が 分 散 混 合 さ れ て な る 。 走 査 ド ラ
イ バ チ ッ プ ６ を Ｃ Ｏ Ｇ 搭 載 す る 際 は 、 ま ず 、 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ を 異 方 性 導 電 接 着 材 １
４ を 介 し て そ の 出 力 端 子 電 極 ６ ａ 及 び 入 力 端 子 電 極 ６ ｂ が 対 応 す る 接 続 端 子 ９ ｂ 及 び 入 力
配 線 端 子 １ ５ 上 に 重 な る 位 置 に 正 確 に 位 置 決 め し て 載 置 し 、 次 に 、 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６
に 熱 圧 着 ツ ー ル を 圧 接 さ せ て 異 方 性 導 電 接 着 材 １ ４ を 加 熱 し つ つ 押 圧 し 、 導 電 性 粒 子 １ ４
ｂ を 出 力 端 子 電 極 ６ ａ 及 び 入 力 端 子 電 極 ６ ｂ と 対 応 す る 接 続 端 子 ９ ｂ 及 び 入 力 配 線 端 子 １
５ と で 挟 持 し た 状 態 で 絶 縁 樹 脂 基 材 １ ４ ａ を 硬 化 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 走 査 ド ラ イ バ チ ッ
プ ６ が 的 確 に 所 定 の 配 設 エ リ ア へ 導 通 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 示 ド ラ イ バ チ ッ プ ７ も 、 図 ３ (ｂ )に 示 さ れ る よ う に 、 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ と 同 様 に
、 異 方 性 導 電 接 着 材 １ ４ を 介 し て 、 表 示 配 線 １ ０ の 接 続 端 子 １ ０ ｂ と 表 示 信 号 電 圧 を 入 力
す る た め の 入 力 配 線 端 子 １ ６ が 並 設 さ れ た 配 設 エ リ ア に Ｃ Ｏ Ｇ 方 式 で 導 通 設 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 走 査 電 極 ４ と 対 向 基 板 側 に 設 置
さ れ た 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ ６ と を 電 気 接 続 す る た め の 基 板 間 導 通 回 路 を 、 両 ガ ラ ス 基 板 １
、 ２ の 前 側 走 査 配 線 ８ と 後 側 走 査 配 線 ９ に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 各 一 対 の 接 続 パ ッ ド ８ ａ 、
８ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ 、 ９ ａ と を 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ と 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ を 介 し て 導 通 接
続 す る 並 列 回 路 に 構 成 し た か ら 、 従 来 の １ 箇 所 で の 基 板 間 導 通 構 造 に 比 べ て 接 続 パ ッ ド ８
ａ 及 び 被 接 続 パ ッ ド ９ ａ の 各 々 の 面 積 を 小 さ く で き る と と も に 並 列 回 路 を な す 基 板 間 導 通
部 の 各 配 線 ８ 、 ９ を 幅 狭 に 形 成 で き 、 液 晶 表 示 素 子 の 高 精 細 化 に 伴 う 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に
充 分 に 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 並 列 回 路 を 構 成 す る 基 板 間 導 通 部 の 配 線 ８ 、 ９ が シ ー ル 材 ３ の 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ
と 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ で 囲 ま れ た 外 縁 領 域 Ｄ f内 に 配 設 さ れ る か ら 、 そ れ ら 配 線 ８ 、 ９ は 保
護 膜 が 被 覆 さ れ な く て も 電 食 等 に よ る 劣 化 が 有 効 に 防 止 さ れ 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 素 子 の
信 頼 性 が 向 上 す る 。
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。 な お 、 上 記 第 １ 実 施 形
態 と 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 側 走 査 配 線 ２ １ と 後 側 走 査 配 線 ２ ２ に そ れ ぞ れ 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ と
被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ が １ 個 づ つ 形 成 さ れ 、 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ に よ る
基 板 間 導 通 部 が 隣 接 す る 配 線 同 士 で 互 い に 異 な る シ ー ル 部 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 ガ ラ ス 基 板 ２ に お け る 隣 り 合 う 一 対 の 前 側 走 査 配 線 ２ １ 、 ２ １ の う ち の 、 一
方 の 前 側 走 査 配 線 ２ １ に は 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ が 第 １ シ ー ル 部 ３ Ａ と 交 差 す る 部 分 に 形 成 さ
れ 、 他 方 の 前 側 走 査 配 線 ２ １ に は 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ が 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ と 交 差 す る 部 分 (
先 端 部 )に 形 成 さ れ 、 こ の 構 成 が 繰 り 返 さ れ て 複 数 の 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ が 千 鳥 配 置 で 形 成
さ れ て い る 。 対 向 側 の ガ ラ ス 基 板 １ に お い て も 、 各 後 側 走 査 配 線 ２ ２ に 被 接 続 パ ッ ド ２ ２
ａ が 上 述 の 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ に 対 応 し て 同 様 に 千 鳥 配 置 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 千 鳥 配 置 で 形 成 さ れ た こ れ ら 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ と は 、 第
１ シ ー ル 部 ３ Ａ 或 い は 第 ２ シ ー ル 部 ３ Ｂ 中 の 導 電 性 粒 子 (不 図 示 )を 介 し て 導 通 接 続 さ れ る
。 そ の 他 の 構 成 は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に よ れ ば 、 各 走 査 配 線 に 設 け ら れ る
基 板 間 導 通 部 が １ 箇 所 で あ る か ら 、 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ の 各 面 積 を 上
記 第 １ 実 施 形 態 の よ う に 小 さ く す る こ と は 難 し い が 、 基 板 間 導 通 部 が 千 鳥 に 配 設 さ れ て い
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る か ら 、 配 線 ピ ッ チ が 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 狭 ピ ッ チ で あ る 高 精 細 液 晶 表 示 素 子 の 場
合 も 、 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ と 被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ の 個 々 の 面 積 を 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 よ
り も 大 き く 確 保 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 狭 ピ ッ チ 配 線 で あ っ て も 接 続 パ ッ ド ２ １ ａ
と 被 接 続 パ ッ ド ２ ２ ａ を 容 易 に 位 置 合 わ せ し て 確 実 に 導 通 接 続 で き 、 基 板 間 導 通 部 で の 接
続 不 良 の 発 生 が 顕 著 に 抑 制 さ れ て 製 品 歩 留 り が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 本 発 明 は 、 上 記
実 施 形 態 の よ う に 走 査 電 極 の 配 線 を 基 板 間 導 通 さ せ る 液 晶 表 示 素 子 に 限 ら ず 、 表 示 電 極 の
配 線 を 基 板 間 導 通 さ せ る 液 晶 表 示 素 子 に も 有 効 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 で は 表 示 電 極 の 配 線 に も 配 線 幅 を 狭 く す る た め に 両 ガ ラ ス 基 板
に 跨 る 並 列 回 路 部 を 設 け た が 、 こ の よ う に 電 極 と そ れ に そ れ に 電 圧 を 供 給 す る ド ラ イ バ チ
ッ プ が 同 一 基 板 上 に 設 け ら れ て い る 電 極 の 配 線 は 、 敢 え て 両 基 板 に 跨 る 並 列 回 路 部 を 設 け
ず に 一 方 の 基 板 だ け で ス ト レ ー ト に 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 第 ２ シ ー ル 部 で 囲 ま れ た 第 １ シ ー ル 部 の 外 縁 領 域 Ｄ fは 空 洞
と し た が 、 こ の 外 縁 領 域 Ｄ fに も 液 晶 を 封 入 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 外 縁 領 域 Ｄ fに 配 設
さ れ て い る 各 配 線 の 電 食 等 に よ る 劣 化 が よ り 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 と し て の 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 液 晶 表 示 素 子 の 要 部 Ｑ を 拡 大 し て 示 す 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 (ａ )は 図 ２ に お け る 走 査 配 線 部 を Ａ － Ａ 線 で 切 断 し て 示 す 模 式 的 部 分 断 面 図 で 、
(ｂ )は 表 示 配 線 部 を (ａ )と 同 様 に 切 断 し て 示 す 模 式 的 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 と し て の 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 図 ２ に 対 応 す る 部 分 拡 大 平 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ 、 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガ ラ ス 基 板
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ー ル 材
３ Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ シ ー ル 部
３ Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ シ ー ル 部
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 走 査 電 極
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 示 電 極
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 走 査 ド ラ イ バ チ ッ プ
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 示 ド ラ イ バ チ ッ プ
８ 、 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 前 側 走 査 配 線
８ ａ 、 １ ０ ａ 、 ２ １ ａ 　 　 　 接 続 パ ッ ド
９ 、 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 後 側 走 査 配 線
９ ａ 、 １ １ ａ 、 ２ ２ ａ 　 　 　 被 接 続 パ ッ ド
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 示 配 線
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 迂 回 配 線
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 液 晶
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 封 止 材
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 異 方 性 導 電 接 着 材
１ ５ 、 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 入 力 配 線 端 子
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侧扫描线9上的连接垫8a，8b形成对应于相对侧的玻璃基板1上的连接垫
8a，8b。横跨两个玻璃基板1,2的并联电路通过将相应的一对连接垫8a，
8b通过相应的密封材料3A，3B中的导电颗粒导电连接到待连接的焊盘
9a，9b而形成。 Ž
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